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episode.3

　クルマが好きで専門学校へ入学。他ディーラーの

サービス担当者として6年働きました。しかし、日々の

作業に追われるうちに進むべき方向を見失った時期

があったんです。「環境を変えたい！」と退職。8ヶ月、

自分探しをしました。しかし、やっぱり「この仕事

がいい」と、もう一度サービスエンジニアとして働くこ

とを決意。当社に入社しました。入社を決めたの

は、面接官の印象が良かったから。疑問に的確に答

えてくれて、ここでなら続けられる気持ちになれまし

た。とはいえ、入社当時は不安でいっぱい。しかし、皆

が温かく接してくれたので、すぐに馴染むことができ

ました。後で聞いたのですが、当社は他社に比べて

サービスの退職率が低いんです。協力する雰囲気が

その原因かもしれません。

　現在は、点検・車検・一般修理などを行っています。

入社してお客様との出会いを楽しめるようになり

ましたね。もちろん簡単ではありません。車の構造を

知らないお客様に対して、分かりやすく説明するのは

特に難しい。女性・高齢者などのお客様が多いので、

不具合を説明する際には、クルマをリフトに上げた

状態で確認してもらうなどして丁寧に説明します。

その結果、「助かった！」と喜んでもらえるとやっぱり

サービス冥利につきます。将来的には、他の職種にも

挑戦したいと思います。今は営業職に興味があり

ます。ここの店長も元サービス担当者。サービスから

営業に変わったメンバーは他にもいます。店長がお客

様から信頼され、用事を作って会いに来てくれる

お客様と関わるのを見ると、すごいと感じます。きっ

とサービス経験者ならではの営業スタイルがあるの

でしょう。柔軟なキャリアを描けることも当社の良さ

だと思います。短所は、お客様の要望に応えようと

し過ぎて、たまに帰るのが遅くなることくらいかな。

プライベートではもうすぐ子供が生まれます。家庭

と仕事をうまく両立させ、充実した日々を過ごして

いきたいです。
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episode.4

　30歳で最年少店長を任され、現在、15名のスタッフをまとめています。こう書くと、入社当初から自信

満々に仕事をしてきたように聞こえるかもしれません。しかし、入社当時は優等生（？）ではありません

でした。営業としてキャリアを積んできましたが、仕事に手応えを感じるようになったのは3年目くらい

からです。その後、結果が出るようになり、3年で300件、4年目で400件、5年目で700件と順調にお客様

を増やすことができました。実績につながるまでに時間がかかる分、一旦、信頼関係が築けると仕事が

しやすくなるのがこの仕事の特長だと思います。とはいえ、結果が出ない中でも前向きに仕事を続け

られたのは、同期や先輩、上司の存在があったからに他なりません。皆が話を聞いてくれたから一人で

考え込むことがなかったのです。結果が出ない時も、頑張りを認めてくれる誰かがいました。

「聴く耳」と「見守る目」を持った上司に育てられた。
今度は、自分が「仲間」を育てていきたいと思う。

キズナ、イロイロ、信頼、コイコイ。

　私は、「頑張れ」というだけの上司と出会ったことがありません。私の活動内容をよく見て、「こうした

らいい」という具体的なアドバイスをくれました。私が成長できたのは、温かい雰囲気の中で仕事を

任され、やり方を教えてくれる風土があったからだと思います。指導する立場になった今、難しさを

感じながらも部下の育成に注力しています。例えば、応酬話法の勉強会なども行っていますが、主旨と

ゴールをきちんと伝えることを大切にしています。私がいなくても、スタッフが自分で考え、自信を持っ

て動ける状態を作るのが仕事だと思います。私は、「聴く耳」を立ててもらって育ててもらいました。

だからこそ、私も部下の声に「聴き耳」を立て、よく見て、しっかりと向き合ってみたいと思っています。


